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　JFCC が設立された 1985 年は、私が日本ガイシに入社した年で、ファインセラミック
スブーム元年とも言える年である。昨年、JFCC 設立 30 周年記念シンポジウムに参加し、
これまでの 30 年を振り返ると同時に、将来のセラミックス業界のことを夢想する機会を
持てたので、この場を借りて思いを述べたいと思う。
　JFCC 設立 30 周年記念誌によれば、黎明期と発展期前半（1985 ～ 1994 年）での
JFCC の研究テーマは、構造材料、高温酸化物超電導材料、燃料電池材料が中心であった。
発展期後半（1995 ～ 2004 年）には、解析研究の進展に加えて、機能材料、複合材料、
多孔材料、ナノ材料（特にカーボン）と幅広い材料分野への展開が目立った。飛躍期（2005
年～ 2015 年）は、シミュレーション技術の進展と共に、SIP（戦略的イノベーション創
造プログラム）にて、革新的構造材料、高付加価値セラミックス造形技術、太陽熱を利
用した水素製造に関する基幹部材開発が企業と連携して開始された。
　一方、企業の研究開発も、JFCC と同じ方向性であったように思う。1985 年頃、当社
を含めた多くの企業は、金属材料を凌駕する材料を目指して、窒化ケイ素、炭化ケイ素
製の構造材料の開発に注力した。しかし、当時描いていた大市場形成への目論見は現在
も未達成である。高温酸化物超電導材料は、1986 年に発明された直後から、世界的な開
発競争・製品化競争が前例のない勢いで展開された。住友電工が 2003 年に超電導ケー
ブル線を事業化することに成功したが、まだ本格普及してない。酸化物形燃料電池は、
京セラ製モジュール搭載の家庭用エネファームが発売されたのは 2011 年であり、大規
模燃料電池の実用にはまだ時間がかかる見込みだ。
　現在のファインセラミックス製品の主流は、日本ファインセラミックス協会（JFCA）
の生産動態統計によれば、セラミックスコンデンサ、酸素センサ、触媒担体等の機能材料、
多孔材料の製品群で、エネルギー分野向け材料、構造材料はわずかに留まっている。村
田製作所の積層セラミックコンデンサは 1960 年代後半、日本特殊陶業の自動車用酸素
センサは 1982 年、当社の排ガス浄化用触媒担体も 1976 年に製品化されているが、現
在の市場規模に成長するには、30 - 40 年を要している。
　30 年後の 2046 年にはどんなファインセラミックス製品が主流となっているであろう
か？ IoT、ロボット、ヘルスケア等向けに、小型二次電池、各種センサ、環境発電デバイ
ス、生体親和材料などの製品群が大きく発展を遂げるのは間違いない。誘電材料、磁性
材料等で、高温酸化物超電導材料のような特性のビッグジャンプが見つかるかも知れな
い。構造系材料は開発期間、本格普及には時間を要するが、30 年後なら、燃料電池、酸
化物超電導、さらには、構造用セラミックスが、遂にコストの壁をブレークスルーして、
大きく飛躍している可能性も充分あるのではないか？
　セラミック材料開発は、歴史が示すように時間を要する。また、今後は技術が高度化し、
１社単独でのイノベーションはますます難しくなってくるのは間違いないため、産官学
の連携がますます重要になる。今後とも JFCC 始め各研究機関の方々との緊密な連携を
させていただき、30 年後の夢を少しでも早く実現すべく努力していきたい。

JFCC 設立30周年に30年後を想う

日本ガイシ株式会社　執行役員
研究開発本部　副本部長　酒井　均

T A K E  O F F
中 長 期 経 営 計 画 
年 度 事 業 方 針
ト ピ ッ ク ス
事 業 報 告
職 員 紹 介
Ｊ Ｆ Ｃ Ｃ の 動 き
事 業 案 内

1
2
4
6
6
7
7
8

JFCC 設立 30 周年に 30 年後を想う・・・・・・・・・
第６次中長期経営計画・・・・・・・・・・・・・・・・
平 成 28 年 度　 事 業 方 針・・・・・・・・・・・・・
nano tech 2016 への出展　他・・・・・・・・・・・・・・
理事会の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
人の動き、表彰・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
第 1 回 高機能セラミックス展の協賛出展のご案内　他



2

　2016 年度から５年間の中長期経営計画を策定しました。本年度から本計画に基づき、事業を推進してまいります。

第６次中長期経営計画

［ 事業方針 ］

　ファインセラミックスを主とした材料に関する研究開発・試験評価機関として、設立以来３０年以上にわた
り蓄積してきた研究開発力並びに評価・試験技術を一層進化させ、社会・企業から求められる研究開発・試験
評価事業の推進を通じて、ものづくり産業に寄与し社会に貢献する。
　そのために、次の３項目を重点項目に掲げ、さらなる発展に向け職員一丸となり、スピード感を持ってチャ
レンジする。

（１）先端かつオンリー・ワンのエキスパート集団を目指し研究力・技術力を一層高める
　　・材料技術研究所とナノ構造研究所との連携をより深化させる
　　・先端かつオンリー・ワンの研究力・技術力を一層高めシーズ育成を図る
　　・人材育成・設備導入を計画的・戦略的に実施する

（２）社会のニーズ・動向を敏感に捉え自らの研究・試験評価の位置付けを理解し的確に対応する
　　・研究開発事業と試験評価事業の相乗効果を発揮させる
　　・他研究機関との連携も強化し、政府プロジェクト・企業へ積極的に提案する
　　・新たな分野・研究領域への取り組みも積極的に実施する

（３）「人材育成」と「チームワーク重視」により組織総合力の向上を図る
　　・事業の根源的財産は人である　→ 職員一人ひとりの能力向上を図る
　　・組織としての創造力・業務推進力を最大限に発揮する

［ 事業計画 ］

（１）研究開発計画

　①基本方針
　　１）「研究開発事業（先端技術育成研究、政府受託研究等）」と「民間受託・共同開発事業」を車の両輪とし、
　　　　材料研究機関の COE を目指す
　　２）「研究開発力の向上」を図る
　　３）ナノ構造研究所の微構造解析・計算科学と材料技術研究所のプロセス・材料開発との連携をより深化
　　　　させトップレベルの研究開発を推進する
　　４）企業との技術交流会、見学会の機会を拡大し、ニーズ、シーズのマッチングを図る
　　５）政府の「第５期科学技術基本計画」を踏まえ、社会・市場ニーズを見据えた提案を積極的に行う
　
　 ②重点項目　
　　＜新たな価値創出のコアとなる基盤技術の強化＞
　　　ａ．先進的透過電子顕微鏡技術　
　　　ｂ．ナノシミュレーション技術
　　　ｃ．革新的材料創製技術
　　　ｄ．信頼性評価解析技術

中長期経営計画
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（２）試験評価受託／施設・機器貸出事業

　①基本方針
　　１）「精度が高く信頼性のあるデータ」を提供し、産業界の技術開発に貢献する
　　２）新規委託者の拡大及び積極的な受託活動を展開する　
　　３）受託研究への重要な足掛かりとして、解析 ･ 研究的要素を加え、「解析受託」・「研究受託」への発展
　　　　に努力する

　②重点項目　
　　＜強化すべき試験評価技術＞
　　　ａ．機械特性　 ｂ．プロセス　 ｃ．熱的特性　 ｄ．構造解析　 e．電磁気特性

［ 人事計画 ］

［ 設備計画 ］

［ 収支目標 ］

・長期的視点で強化すべき研究分野及び試験評価分野へ計画的・戦略的に研究員・技術員を採用する
・時代的・社会的ニーズに柔軟に対応するため、専門領域拡大、研究員・技術員の連携・協力、
   多能工化・職種変更を含めた人材育成等、人材を効率的に活用する
・「人材育成」と「チームワーク重視」を組織風土として定着するよう人事制度を充実させる

・研究開発 / 試験評価の中長期計画に基づき、基盤的研究設備並びに強化分野の研究設備の新規購入・更新を
   戦略的かつ計画的に実施する
・インフラ設備の老朽化対応のため、計画的な更新と保全を実施する

・自立事業型財団を堅持し、安定な経営及び活気ある研究所の実現のため、公益事業と収益事業を確実に実施
   する
・収入目標（最終年度）
   政府受託：６．５億円、民間受託：４．５億円、試験評価：４．５億円

　　＜社会的重要課題への取り組み＞
　　　ａ．クリーンなエネルギー供給・貯蔵と水素社会の実現
　　　ｂ．環境に優しいものづくり産業への貢献
　　　ｃ．安心・安全の確保と豊かで質の高い生活の実現

中長期経営計画
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　本年度は、第６次中長期経営計画の初年度にあたる。設立以来 30 年以上にわたり蓄積してきた研究開発力並び
に評価・試験技術を一層進化させ、社会・企業から求められる研究開発・試験評価事業の推進を通じて、ものづく
り産業に寄与し社会に貢献する。
　そのために、同計画の事業方針である（1）先端かつオンリー・ワンのエキスパート集団を目指し研究力・技術力
を一層高め、（2）社会のニーズ・動向を敏感に捉え自らの研究・試験評価の位置付けを理解し的確に対応し、そして（3）

「人材育成」と「チームワーク重視」により組織総合力の向上を図ることを職員一丸となり、スピード感を持ってチャ
レンジする。

　以下、項目毎には次のように実施する。

平成２８年度　事業方針

Ⅰ．公益事業

１．研究開発事業
　ファインセラミックスを主とした材料に関する研究開発を行い、材料研究機関のＣＯＥを目指す。研究で得られ
た成果は研究成果発表会、学会活動などを通じて広く公開・普及していく。

（１）先端技術育成研究
　ＪＦＣＣの将来の研究の柱となる有意義なテーマについて、確実かつ定常的に実施する。

（２）政府等受託研究
　我が国の第５期科学技術基本計画を踏まえ、また、産業界のニーズが高く多数の参加が見込まれるテーマについて、
技術シーズを活用し、民間企業、ＪＦＣＡ、他の研究機関等との連携を図り、プロジェクトの初期形成段階からの
参入に努力する。
　平成 28 年度は年間収入 5.5 億円以上の受託獲得を目標とする。また、得意分野のさらなる研究力アップにつな
がる科学研究費補助金は従来以上に積極的に取り組み、0.35 億円の獲得を目指す。
　継続テーマをベースに、平成 28 年度のみならず 29 年度以降の新規テーマの獲得のため、提案活動を積極的に行う。

２．研究技術普及啓発事業
　定期刊行物「ＪＦＣＣニュース」の発行、シンポジウム・講演会の開催、マスメディア等を通じ、研究成果及び
技術情報の普及を幅広く行う。

３．中小企業技術支援事業
　関係機関との連携を図りつつ、広く技術相談や人材育成を実施していくとともに公的資金による共同研究等を通
じ、中小企業の振興に貢献する。

４．国際交流事業
　国際学会活動や海外の機関、研究者との各種の交流を通じて連携を深め、ＪＦＣＣがファインセラミックスを主
とする材料の研究開発機関であるとともに、先端的な微構造解析技術・計算技術等を有するナノテク研究機関であ
ることについて国際的知名度を高めていく。

年度事業方針
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Ⅲ．支出等計画

１．人事計画
　中長期経営計画に基づき、強化すべき研究分野及び試験評価分野への人材強化を行うとともに時代的・社会的ニー
ズにスピード感を持って柔軟に対応するため、人材育成、人材の効率的な活用を進める。
　また、これまで見直してきた人事制度が効果的に活用されるよう理解活動と職員へのフィードバックを実施する
とともにチームワーク力の一層の向上を図り、組織の活性化を進める。

２．設備計画
　研究力・技術力の向上に資する基盤的研究設備並びに強化分野の研究設備の新規購入・更新を戦略的かつ計画的
に進める。
　建物・附属設備等インフラの老朽化対応のため、履歴管理・計画保全によりできるだけ余寿命を延ばすとともに
更新を計画的に実施する。

３．支出管理
　各受託事業の支出管理を行うとともに、節約活動を継続する。管理費については平成 27 年度並の水準を維持する。

４．収支差
　原価意識を高め支出の適正化の努力を継続する一方、事業計画実行に必要な人材および設備への投資は確実に実
施した上で、中長期計画期間での収支均衡に向け、健全な経営を行っていく。

Ⅱ．収益事業

１．民間受託・共同開発事業
　民間企業のニーズ・動向を敏感に捉え、顧客ニーズに応じた研究開発を推進する。
　見学会・技術交流会の開催等によりＪＦＣＣの蓄積された研究成果や設備を積極的にＰＲするとともに顧客ニー
ズを最大限に組み入れた積極的な提案活動をおこない、新規顧客の拡大を図る。
　また、研究開発のスピードを向上させ、タイムリーなより高い研究成果により顧客ニーズの満足度向上に努め、
企業との高い信頼関係を構築し受託研究の継続利用及び高付加価値化を図る。さらに、テーマ拡大のため、引き続
き委託者との共同でのテーマ発掘にも努力する。オープンラボの利用についても、上記機会を通じて積極的にＰＲ
する。
　平成 28 年度は年間収入 3.7 億円以上の受託獲得を目標とする。

２．試験評価受託・施設機器貸出事業
　依頼内容に応じた「精度が高く信頼性のあるデータ」を提供する。
　「民間受託・共同開発事業」の営業活動と一体となって、新規委託者の拡大及びリピーターの拡大に向け積極的な
受注活動を展開する。
　平成 28 年度は過去最高額となる 3.8 億円以上を目標とする。

３．広告・宣伝事業
　ホームページ、マスメディア及び高機能セラミックス展をはじめとした各種展示会等の様々な手段を積極的に活
用し、幅広く成果普及・広報を行う。また、個別対応となる無料技術相談、見学会及び技術交流会の開催を一層強
化し、ニーズ・シーズのマッチングの機会を増やすことにより、民間受託・共同開発事業、試験評価受託・施設機
器貸出事業の受託拡大につなげる。

４．標準物質頒布事業
　産業界での技術基盤となる標準物質を継続頒布する。ＰＲ活動とともに関係機関との連携を深め、平成 27 年度
目標と同程度の 1.2 億円の収入を目指す。

年度事業方針
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トピックス

事業報告

　1 月 27 日（水）～ 1 月 29 日（金）の 3 日間、東京ビッグサイト東ホールで開催された R&D からナノテク製品までの幅
広く多様な業種のニーズ／シーズが集結する nano tech 2016 に出展しました。『one to one Meeting で加速するグローバ
ルイノベーション』というテーマで素材革命に伴う最新要素技術を幅広く紹介する展示会で、JFCC は多くの企業様に活用
いただける研究成果と最新機器を用いた試験評価技術と共に、ナノサイズの多孔質体や発光体などの新しい素材を紹介
し、様々な業界の方々に多数ご来場頂きました。

　2 月 29 日（月）ホテルメルパルク名古屋で開催された高付加価値セラミックス造形技術シンポジウムに協賛し、JFCC
からは⽊村 禎⼀ 主任研究員が『レーザーを利用したセラミックス技術の新展開』との題で講演しました。シンポジウム
では内閣府の SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）のプロジェクトの一つである「⾼付加価値セラミックス造形技
術の開発」について、参加する 7 団体からプロジェクトの概要、研究内容及び関連する研究開発について紹介が行われ、
300 名を超える参加者で盛況な会となりました。

nano tech 2016 第15回 国際ナノテクノロジー総合展・技術会議へ出展

高付加価値セラミックス造形技術シンポジウムに協賛

　第 12 回理事会を以下のとおり開催しました。

理事会の開催

○第 12 回理事会
　日　時　平成２８年３月１１日（金）１６：００～１７：３０
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［報告事項］
　　　　　１．平成２７年度事業進捗状況及び決算見通しについて
　　　　  ［議決事項］
　　　　　１．第６次中長期経営計画について
　　　　　２．平成２８年度事業計画及び予算の承認について
　　　　  ［研究紹介］
　　　　　①　耐環境性に優れた輻射熱反射コーティングの設計と創製
　　　　　②　第一原理計算による酸化保護膜中の物質移動機構の解析
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材料技術研究所　高信頼性材料グループ
横井　太史

ナノ構造研究所　計算材料グループ
設樂　一希

　2016 年 1 月 1 日付けで材料技術研究所・高信頼性材料グループに配属されました横井太史と申
します。
　学生時代は新しい生体材料の創製を目指して水和ゲルを反応場とした無機結晶の形態制御に関す
る研究に取り組んでいました。前職の東北大学大学院環境科学研究科では生体材料の研究に加えて、
無機系水環境浄化材料の研究も行っていました。
　ファインセラミックスセンターでは現在のところ航空機エンジンへの応用を目指して電子ビーム
物理気相成長法による耐環境性セラミックスコーティングの開発に従事しています。研究分野が大
きく変わり、まるで研究を始めたばかりの学部 4 年生の頃のように日々の研究で出会う現象がとて
も新鮮に感じられます。また、ファインセラミックスセンターには充実した研究設備が整っていま
すので、開発意欲と知的好奇心も高まっています。さらに、将来的には、この研究に加え、これま
での研究経験を生かして、ファインセラミックスセンターだからこそできる関節や骨を修復する新
規バイオマテリアルの質の高い研究・開発も行いたいと考えています。世界に誇れる研究成果をあ
げられるように努力して参りますので、ご指導とご鞭達のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

　2016 年 2 月 1 日付けでナノ構造研究所・計算材料グループに配属されました、設樂一希と申し
ます。
　学生時代には、イオン伝導体として期待されるビスマス酸化物について系統的な第一原理計算
を行いその結果を統計熱力学に基づいて処理することで、固溶体の材料設計に向けた研究を行い、
2015 年 3 月に博士号を取得いたしました。また、修士課程在籍時は、生体材料であるハイドロキ
シアパタイトの組成制御・特性評価に関する実験を行い、第一原理計算による局所環境の計算結果
との対応を調べてきました。
　現在 JFCC では強誘電体や界面の計算など、これまでとは違う対象の研究を行っており、非常に
有意義な経験をさせていただいております。また、材料科学に情報科学的手法を取り入れた、いわ
ゆる “マテリアルズインフォマティクス” に積極的に取り組んでいきたいと考えています。
　研究者としてまだまだ未熟者ではございますが、ご指導・ご鞭達のほどよろしくお願いいたします。

職員紹介

の動きJFCC

平成２８年１月１日付
　嘱託採用
　　材料技術研究所　高信頼性材料グループ　上級研究員補　　　　　横井　太史
平成２８年２月１日付
　嘱託採用
　　ナノ構造研究所　計算材料グループ　研究員　　　　　　　　　　設樂　一希
平成２８年２月２９日付
　出向期間満了
　　ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ　研究員　　　　山田　悠介（古河電気工業（株））

人の動き

○ International Symposium on Frontiers in Materials Science 
　Organizing Committee 2nd International Symposium 
　on Frontiers in Materials Science Poster Award 3rd Prize
　受賞日　　平成２７年１１月２１日
　受賞者　　大谷　紀子
　受賞題目　Cluster expansion studies for the solid solution 
　　　　　　phases of Ti-V dihydrides

○公益財団法人永井科学技術財団
　第 33 回 財団賞（奨励賞）
　受賞日　　平成２８年３月１４日
　受賞者　　吉田　要
　受賞題目　電子顕微鏡法によるゼオライト内カウンターカチオンサイトの解明

○ International Symposium on Frontiers in Materials Science 
　Organizing Committee 2nd International Symposium 
　on Frontiers in Materials Science Poster Award 2nd Prize
　受賞日　　平成２７年１１月２１日
　受賞者　　設樂　一希　JFCC 客員研究員／京都大学　（受賞時）　
　受賞題目　Local Environment of Oxygen Atoms in δ -Bi2O3 
　　　　　　Solutions: First-principles Molecular Dynamics Study

表　彰
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ＪＦＣＣニュース第１１６号　　発行日　２０１６年４月１日
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事業案内

　リードエグジビションジャパンの主催により今年から新規開催される第 1 回高機能セラミックス展に協賛出展します。さ
らに、JFCC のシーズが企業ニーズと新規にマッチングする展示を行い、企業の皆様に新たなイノベーションを提案致します。
ご来場をお待ちしています。
 ● 日時：2016 年 4 月 6 日 ( 水 ) ～ 8 日 ( 金 )
 ● 場所：東京ビッグサイト　東ホール（第 4 ホール）
 ● 主催：リードエグジビションジャパン株式会社
 ● 共催：一般社団法人日本ファインセラミックス協会

　「ＪＦＣＣ研究成果発表会」を下記の通り開催いたします。

　口頭発表・ポスターセッションにより研究成果を発表いたします。今年も多くの皆様方のご参加をお待ちしております。
　詳細なスケジュール等につきましては、５月頃、ＪＦＣＣのホームページ等でお知らせいたします。

　『最先端の顕微鏡と理論計算に関する国際シンポジウム』は愛知万博理念継承事業であり、世界からトップレベルの科
学者、技術者を招き、ナノ構造解析、最先端の材料設計に用いられる、電子顕微鏡・理論計算についてその最新技術と
成果を深く議論するものです。2008 年に第１回を開催して以降、2 年に 1 度開催しており、各回とも十数の国から、約
300 名の参加者を集め、20 ～ 30 件の招待講演、100 件以上のポスター発表を行っております。
　第５回となる今回の AMTC5 でも万博理念を広く継承するとともに、電子顕微鏡をはじめとする先端的顕微鏡及び理論
計算の最新技術とその成果について深く議論する場を提供いたします。
　是非、多数の皆様にご参加をいただきますよう、ご案内申し上げます。
 ● 日時：2016 年 5 月 11 日 ( 水 ) ～ 13 日 ( 金 )
 ● 場所：愛知県産業労働センター「ウインクあいち」

なお、詳細な情報については公式ホームページをご覧ください。（参加登録費：無料）
【公式 HP】：http://amtc5.com/

 【第 1 回 高機能セラミックス展～セラミックスジャパン～】への協賛、出展のご案内

2016 年度 JFCC 研究成果発表会のご案内

『The 5th International Symposium on Advanced Microscopy and 
Theoretical Calculations（AMTC 5）』開催のご案内

○ 東京会場
　 日時 ： ２０１６年　７月　１日（金）13：00 ～
　 場所 ： 東京大学「一条ホール」( 弥生講堂 )
　　　　＊会場が変わりましたので、ご注意ください

○ 名古屋会場　
　 日時 ： ２０１６年　７月１４日（木）13：00 ～　
　 場所 ： 愛知県産業労働センター「ウインクあいち」

○ 大阪会場　
　 日時 ： ２０１６年　７月　８日（金）13：00 ～
　 場所 ： 梅田スカイビル「スペース３６ L 及び R 」


